
（評価）　

　　　　　　①ケアマネと連携し、今期下津井地区５名の利用者の契約が出来た。

　　　　　　②サービス内容の検討を行い、ケアマネ・家族などにも働きかけより良いサービスの提供に繋がった。

　　　　　　③職員の希望に応じた、内部研修を設定し、研修の中でも意見が出て、今後に結びつく研修になった。

R3.3.31

目
標

本年テーマ
（計画）援助の内容を吟味し、よりその人にあった介護を目指す。　

（評価）順次見直しをしていきより安心できる介護に変更していった。　
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■令和２年度処遇及び運営方針に対しての評価

（計画）　　①ケアマネと連携して、独居生活の多い下津井の方を重点的に支援する。　

　　　　　　 ②現在の利用者の時間や訪問内容を見直してより良いサービスの提供に結びつけていく。

　　　　　　　 ③職員一人一人が、自ら問題点を見つけ出し、情報共有して解決できる力を付けるよう内部研修を充実していく。
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■職員研修計画と実績

研修 名称 参加実績 研修 名称 参加実績

(効果）コロナ禍の為、外部研修は中止しています。
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■会議・委員会計画実績・効果

会議委員会名 実績・効果 会議委員会名 実績・効果

ヘルパー会議
毎回２班に分かれて行い、研修も
交えながら行えた。１月は中止。

事故予防委員会
事故やヒヤリの報告と同時に、今
後の対応など共通認識が出来
た。
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■災害訓練計画・実績

訓練予定月 実施月 訓 練 目 的 訓練評価

６ 月
認知症研修

⇒認知症を病気としっかり理解して、適切な声掛けと動きが出来るように研修した。

７ 月
倫理・法令遵守研修；生活保護について

⇒生活保護の制度や目的・種類や疑問点など話し合った。

感染症関連研修。

⇒コロナ対策も含めて感染防止の仕方。防護服の着脱の仕方の研修をした。

１１月
権利擁護・虐待防止・メンタルケアについて

⇒メンタルケアについて学びながら、利用者やヘルパー同士の関係性を良好に保てるよう学んだ。

８ 月
介護技術研修；高齢者の傾眠傾向について

⇒傾眠傾向がなぜ起こるか？病気の予兆でもあることなどが学べた。

９ 月
個人目標中間評価・道路交通法について

⇒半期を振り返っての自己点検をして頂いた。利用者宅まで安全に行くことや注意する箇所などのチェック

（総評）
下津井地区利用者が５名増え、当初の目標は達成できた。
利用者のサービス見直しも見直し時期に合わせて検討してケアマネと連携して変更や追加などをしていった。
職員も訪問時に疑問に思う点や変化していく利用者のことなど報告・連絡・相談してくれ早く対応ができる体制になってきたと思う。

２ 月
ケアマネとサ責の仕事を知ろう。

⇒長年訪問介護に携わっていても知らないことだらけ、改めて介護認定の流れから説明した。

３ 月
個人最終評価

⇒１年の自分の目標が達成できたか？振り返ってもらうと同時に新たな課題を見つけてもらった。

１２月
緊急時（災害を含む）対応研修。；災害時想定の訪問介護事業所としての動きについて話し合う。

⇒東日本大震災の資料を基に事業所のマニュアル作りのきっかけになった。減塩食に

１ 月
介護技術関連研修・アンケート実施。

⇒介護技術研修・アンケートの実施はコロナ禍にて中止とした。
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■月別行事・内部研修報告

月 度

４ 月
個人目標設定

⇒個々に目標設定し、取り込むことができた。

５ 月
接遇マナー（家族との信頼関係を築くにはどうすればよいか？個人情報を含む）研修。

⇒いろいろな場面を想定した資料を基に自分なりにどうすべきかを学んで利用者に行かせていった。

１０月


